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ソイノレセメントの試験について
根 橋 直 人
On The Test of Soil Cement 
Naoto NEHASHI 
This report is described mainly about the test of compressive strength of soil-cement， 































重交通 (7，500台/日以上) …・ 30/or;/cm'
中交通 (2，000~7，500台/日〕……25 グ




10/or;/cm'…・ ・…・ … 50~170 
20 グ・…・ ..........120~250
30 グ ー・…・……… H ・ 180~350
さて以上で大略の説明を終り，当試験について述べれ
ば9 経済的見地から入手し易い現地震の骨材を使い，圧





















試 料| レ Fキ6分|砂%分 IシJレタト分 I粘土必分 I 最 j大mm径 均等係数 三角座標 三角座標分法上の記号 による類
21 71 5 3 50.0 5.43 レキ混り砂
。 90 7 3 2.0 6.0 F 砂
ト
jmuメγ J 〆emFff -ト ←_-一一ー 一ー -_〆
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表-2 合成粒度計算表(その 1) 
G (切込砂利〉 S (砂) B (細砂) 合成粒度
通過フルイ 55~ぢ 30% 15% 100~ぢ
配 (mm) b d十6十fG = 1vOvO b C f=i而-c
25 100 55.0 100 30.0 100 15.0 100.0 
i口L 
20 93 51，2 1; 1; 98 14.7 95圃9
10 73 40.2 11 11 95 14.3 84.5 
5 52 28園6 1; 1; 94 14.1 72.7 
(1) 2 24 13.2 70 21.0 1; ; 48.3 
0.4 2 1.1 14 4.2 74 11.1 16.4 





0% S3(055 砂〉 B1(細0%砂) 合1成00粒%度
配 (m) 。 d=τ百 G b e=一1一0一00 c f=τ百C d十e十f
25 100 60.0 100 30.0 100 10.0 100.0 
d口¥. 
20 93 55.8 。 1/ 98 9.8 95.6 
10 73 43.8 1/ 1/ 95 9.5 83.3 
5 52 31.2 1/ 11 94 9.4 70.6 
(lIl 2 24 14.4 70 21.0 1/ It 44.8 
0.4 2 1.2 14 4.2 74 7.4 12.8 
0.074 。 。 1 0.3 13 1.3 1.6 
表-4 間 上 (その 3)
50~ぢ 50% 100必
配 G b c+d 
25 100 50.0 100 50.0 100.0 
20 93 46.5 1 1 96.5 
d口b、
10 73 36.5 It It 86.5 
5 52 26.0 It 1/ 76.0 
(][ ) 2 
24 12.0 70 35.0 47.0 
0.4 2 1.0 14 7.0 8.0 
0.074 。 。 1 0.5 0.5 
表 5 同 上 (その4)
80% 20% 100% 
配 G c=一1一0一oa b c+d 
25 100 80.0 100 20.0 100.0 
20 93 74.4 It It 94.4 
d口b‘ 10 73 58.4 1 1 78.4 
5 52 41.6 It It 61.6 
(宵)
2 24 19.2 70 14.0 33.2 
0.4 2 1.6 14 2.8 4.4 
0.074 。 。 1 0.2 0.2 
表-6 同 上 (その 5)
70~杉 30% 100% 
配
。 b c+d 
25 100 70.0 100 30.0 100.0 
20 93 65.1 1 1/ 95.1 
d口¥. 10 73 51.1 。 1 81.1 
5 52 36.4 1 。 66.4 
(V) 
2 24 16.8 70 21.0 37.8 
0.4 2 1.4 14 4.2 5.6 





























上記の中(][)と (V)を採用し，各々より求めたソイル 表-9 計算法による試験結果(配合(][)) 
セメント配合表等は次の通り.
表-7 ソイルセメントの配合表 (タ〉
配合 Ic G S B 計
6 56 10 
6 66 28 
表-8 1パッチ(供試体3個)当計量表(klJ)
配合 Ic G S B 計
92 I 0.70 I 1.96 I 7.00 



























(外割) ('Y d) 平均値
% g. /c心 klJ/C1Il2 
5 1，854 21.6 20.9 
19.3 
7 1，873 31.7 34.6 
36.5 
9 1，940 33.3 33.2 
33.2 
11 1，917 23.0 23.8 
25.9 




























A~ 2 5 1，888 23.6 22.4 
3 20.9 
1 
B~ 2 6 1，902 35.3 35.5 
3 37.6 
1 
C~ 2 7 1，919 35.5 38.4 
3 39.0 
1 
D~ 2 8 1，931 35.6 37.1 
3 37.5 
1 
E~ 2 9 1，923 35.8 34.2 
3 32.6 
1 
F~ 2 10 1，964 24.0 23.7 
3 23圃8
1 
169jl G~ 2 11 1，967 6.4 16.7 
3 16.8 
1 











































表-11 合水量一定 (8%)でセメント量を変えた場合の試験結果(配合(旦)) 
供試体番号 I セメンFみU添加量I乾燥密y厚u (7d〉 [一(qu) kçj強cm度~I 同左kc平jcm均2 値 I 生 法
1 
2 1，922 23.4 22.4 1毘 砂、
3 21.6 
A ~ 5 
4 
5 1，931 24.8 25.1 ビニー Jレ袋
6 24.6 
1 
2 1，932 33.6 32.9 湿 砂
3 31.4 
B ~ 6 
4 
5 1，929 32.4 32.2 ビニール袋
6 31.0 
1 
2 1，904 37.2 37.1 湿 砂
3 38.6 
c ~ 7 
4 









q" i直 1/ 










































| 通過フルイ |所要骨材粒度範囲| 予定粒度
25 mm 100 100 
フ 20 60~100 80 
Jレ 10 40~ 87 64 イ
通 5 30~ 75 53 
過 2 20~ 60 40 
率% 0.4 10~ 35 23 






























































表 13 図表法による合成粒度表 (切込砂利)
G S B 合成100~粒5 度通過フルイ 57% 18~ぢ 25必
m b d十e=fG e=一1一0一0一o C f二王百c
25 100 57 100 18 100 25 100 
20 93 53 1/ 1/ 。 1; 96 
10 73 41.6 1/ 1/ 1/ 1/ 84.6 
5 52 29.6 1; 1/ 1/ 1 72.6 
2 22 12.5 68 12.2 1/ 1/ 49.7 
0.4 2 1.1 12 2.2 80 20 23.3 
0.074 。 。 。 。 14 3.5 3.5 
表 14 ソイ Jレセメント配合表タ(切込砂利) 表-1) 1バッチ(供試体3個〕当計量表 kq(切込砂利)
C G S B 
?
C 二二 B 
? ー? ? ?
6 53.6 16.9 23.5 100 0.420 1.645 7.000 
表 16 図表法による合成粒度表 (ピリ)
G S B 合成10粒度
通過フルイ 55% 21必 24% 0% 
冊目
b d十e+fG eニ=1000 C fニτ而c
25 100 55 100 21 100 24 100 
20 1/ 1/ 1 1; 。 1 1/ 
10 97 53.3 1/ イア 1/ 1; 98.3 
5 48 26.4 1 1/ 1/ 1/ 71.4 
2 3 1.7 68 14.3 1/ 1 40.0 
0.4 。 。 12 2.5 80 16.8 19.3 
0.074 。 。 。 。 14 2.9 2.9 
表-17 ソイルセメント配合表% (ビリ) 表 18 1パッチ(供試体3個)当計量表 kq(ピリ)
C G S B 
? ?? ?
C G S B 計

















































含〔外水%割量〉乾F燥(γl密dc〉ι 度 i書|擁種類 番号
1 





B~ 2 7 1，881 35.1 35.4 
3 36.3 




D~ 2 9 1，902 33.9 33.8 
3 35.4 
1 




F~ 2 7 1，893 43.9 41.1 
3 39.4 
1 
G~ 2 8 1，908 38.8 37.6 
3 40.2 
1 
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4.考察
現地で容易に入手し得る骨材を用い，種々の条件を満
10 
(%) 
図表法による試験結果(切込砂利)
w 
5 
含水比
1.70 10~ 
図-8
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足させる供試体が出来るかどうかの試験を行ったが，一
応所期の目的は達せられたと思う.但し ζの場合は骨材
はすべて砂質で殆んどシルト.粘土分を含んでいないた
め，即ち極言すれば貧配合のコンクリートと考えられ，
ソイルセメントの概念から逸脱しているようにも思え
る.
そこで普通の土， 所謂真土を使つての試験を望んだ
が，丁度それに関し或る現場で真土を一定量加えた場合
の試験をし，デ{ターを見せて貰ったがかなり良い結果
で，当試験値より高強度だった.之を推察するに，或る
量の微粒子が，最適合水量における転圧効果を最大なら
しめ，密度や強度を増進せしめ得るものと考えられる.
最後に当試験lとより，経済的，効果的なソイルセメン
トが出来得ると云う自信が持てたことは，一つの収獲だ
ったと信じている.之が現場施工に役立てば幸である.
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